
北海道下水道事業経営戦略の改定（素案）の概要について

項目 主な追加内容

第４章
現状と将来
の見通し

（１）経営指標による現状分析
【経営指標】
経常収支比率、経費回収率、累積欠損金比率、
汚水処理原価、流動比率、管渠老朽化率 など

（２）将来の見通し
・有収水量、管路施設の老朽化、収支の見通し
など

（３）経営基盤強化に資する取組
・公共下水道における下水道使用料単価の見直し
など収入確保に向けた取組
・ストックマネジメント計画に基づく効率的・効果的
な投資など経費削減に向けた取組
・管路台帳のデジタル化やドローンを活用した点
検などDX・GXの取組
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１．北海道下水道事業経営戦略とは
•道が管理運営する公共下水道事業及び流域下水道事業について、経営方針や将来像を明確化し、持続可能な下水道サービスの
提供と経営基盤の強化を目的として策定したもの。（計画期間は令和３年度～令和１２年度迄の１０年間）

２．改定の趣旨
•現戦略の策定から５年が経過し、企業立地の動向や賃金・物価変動など社会情勢の変化、令和６年の能登半島地震や令和７年に埼玉
県八潮市で発生した道路陥没事故等を受け、新たな課題に対応するため、見直しを行うもの。

３．改定素案の概要

４．今後のスケジュール
令和７年１２月 パブリックコメントの実施、流域関係市町への説明
令和８年 ２月 経営戦略（案）の公表

３月 経営戦略の改定、公表

項目 主な追加内容

第５章
新たな取組
の検討

第６章
経営戦略の
進捗管理・
検証

次期戦略の策定に向けた取組の検討
１ 官民連携の強化
・ウォーターPPPの導入検討
２ 脱炭素化への貢献
・太陽光発電などのPPA事業の導入
３ 情報通信技術・新技術（DX・GX）などの活用
・AIを活用した下水道管路の効率的・効果的な
点検・調査の検討 など

今後の予定及び目標
（１）公共下水道事業
・ロードマップ
・業績目標
・経営目標

（２）流域下水道
・広域化・共同化の目標


